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本章の結語Conclusion

ヘーゲルの弁証法、
反主題キルケゴールの存
在に向きう精神、
マルクス歴史弁証法を
サルトルが自説に採り込
む。その過程が読める
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参考：前
回掲載の
スライド
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表は前回のまとめ
1 実存主義歴史弁証法の
運動
2 結語の後半を読むに連
れ、上の表は「違う」と
気づいた

サルトル実
存歴史弁証
法
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新たに作成した表
1 歴史弁証法の主体（真
理）は実存、個の歴史座
標
2 弁証法はpraxisの運動
によって進む
3 終着点はPratico-
Inerte

サルトル実
存歴史弁証
法



ヒトは歴史的であらねば
ならない、己本来のpraxis
行動によって、間断無し
に自身の定義を確認する
理解はヒトの実際
(réalité) 、すなわち（介
在を伴わない）存在＝実
存となり、徐々に実存理
解に近づく。さらに個の
実存と他者の実存をのべ
る。
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Praxisの運動は « le 
besoin, la 
transcendance, et le 
projet » となる、後文か
ら一節を引用する。
« Besoin, négativité, 
dépassement, projet, 
transcendance forment 
en effet une totalité 
synthétique » 

訳：必要、否定、乗り越
え、運動、卓越が総合さ
れた一体を形成する。
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praxisがまず個に蠢き、個
は何やら明瞭でないかも
しれない（理解＝前出）
けれど、
行動として表出するまで
の過程（実存に目覚め
る）を表している。

それら運動（弁証法、
praxis）の前提として「実
存が根底」となる。
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マルクスは唯物論の歴史
弁証法。サルトルは認識
を起点として（ここまで
はデカルト、カントなど
と同じ）個が実存（歴史
の座標）を自覚し、praxis
（行動）を取り込み歴史
を作る。そして
« pratico-inerte » を経て、
新たな実存を求めpraxis
（必要...）を再び発動さ
せる。この弁証法歴史は
実存の基盤を支えに繰り
返すと述べる。
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部族民通信SNS活動、ご
訪問ください
X (Twitter) 部族民通信ア

ドレス
https://x.com/9pccwVt
W6e3J3AF
Youtube部族民通信ホーム
のアドレス

Youtube.com/@tribesm
an-c5y
ホームページアドレス
www.tribesman.net
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